
 

11 月 30 日に音読発表会が行われました。補習校児童生徒が一同に会して、全員の発表を全

員で見ることが出来ました。みんな真剣に一生懸命、頑張っている姿を見ることが出来て、感

動しました。小学部１年生から中学部３年生まで、子どもの成長過程が見られる補習校ならで

はの唯一の機会でもあります。保護者の皆様の感想を書いて頂きました。いくつか紹介します。 

 「とてもよく頑張りました。たくさん

練習して今日の日を迎えたことがよく

わかりました。自分をほめてあげてく

ださい。家の人にもほめてもらってく

ださい。」 

 「かわいい小１から、しっかりとした

中３・・・感動しました。ありがとう！！

みんな一緒にがんばっているすがた、

素晴らしかったです。」 

 「堂々と発表出来て素晴らしかったです。きんちょうしたよね。よくがんばりました。」 

 「とってもよくがんばったのが伝わってきて、一つ一つ感動しながら見ていました。 

来てよかったです。ありがとう。」 
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 「初めての発表会、みんながんばりま

したね。大きな声で上手に読めていま

したね。」 

 「真面目に読む姿を、後輩たちは見て

いますよ。かっこ良かったですよ」 

 「奥の細道、素晴らしかったです。あ

の難しい日本語を暗記して、大勢の前

で堂々と発表できたと思います。わが

娘にも、あなたたちのようになってほ

しいです。ありがとう！！」 

海外子女教育振興財団主催の第 40 回海外子女文芸作品コンクールの審査結果が発表されま

した。このコンクールは海外に在住する小中学生が言語・風習・気候風土・治安など、日本と

異なる生活環境の中で感じ、考え、感動したことを日本語で表現することを促すために 1979年

から毎年行われています。本校は毎年参加していますが、今回ようやく「学校賞」を受賞する

ことが出来ました。これは児童生徒数に比して多数の応募があり、かつ優秀な成績をあげた学

校に対し贈られるもので、世界中の日本人学校・補習授業校の中から 20校が選ばれました。大

変名誉な賞です。おめでとうございます。賞状・記念品の他に、副賞として図書が贈られます。

有難うございます。入選者を紹介します。 

 

[短歌部門] 海外子女教育振興財団会長賞 中 1 藏ケ﨑 惺士 

 「テロリスト 逮捕のニュース流れても ヘリ音続く 寝つけない夜」 

[詩部門] 優秀 中 3 ハウデン えみり 「私はあの日をわすれない」 

佳作 小 3 坪井 あにか 「にじ」 

佳作 小 3 原田 龍羽 「魚とのたたかい」 

[俳句部門] 優秀 小 6 ジョンソン 奈実子 「イースター うさぎがチョコを 持ってきた」 

佳作 小 3 川合 理樹 「冬の朝 コーンスープが よんでいる」 

[作文部門] 特選 中 3 戸張 千尋 「ひとりの人間として」 

優秀 中 1 リー ルーカス 「民主的な話し合い」 

佳作 小 3 キム 聖来 「クライストチャーチのテロ」 

佳作 小 4 スマイリー 力輝 「ぼくはその名も『二倍人』」 

佳作 小 6 ホワイト ミリー 「モスクじゅう乱射事件」 

※賞状等が届き次第、4学期に表彰式を行います。 

海外子女文芸作品コンクール 

学校賞受賞おめでとう！ 


